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あり、じかに手にとることができま主去年10月、当館学芸員がブーヲン

を訪れ、資料の収集を行いました。彼の地での，舌動日誌をちょっと覗いてみましょう。

今回①得額学習室資料調査・日集ご訪れたフータシId、ヒマラわ①車商麓、イシド己中因。

国境に挟きれた、131ぎ11州<!:3("¥0)応主主①王国亡窃@010円|日(木)、間国曜ー①国際空港①窃

5パロに到着心だ。台間①)J\~1ð町0周囲Ið田園と山と川亡日本①信州ちとさ連想~せ定。今回

①訪問Id圭!こフータシ①西部地域亡、チベット東①人々ガヨらく、fo教①影響己、様々ち色彩。豊

ガ1ð~~3C窃否。υηυイシドガとうそう~<①人々ガ働ぎに菜亡いだ。 10円①3①時期|δ、 ブータ

シガ祭礼(ラニェチコ)申亡、積所、学板、銀行怒とを始。国申iH本討をとり、帰省じたり9@!:3Uい。
心武ドレスと心亡霊められだ民族衣装をきとった通訳ケワシ氏Id日本語ガ達者、力イド①テシ

日ちペテラシ亡、調査と日隻lこ強い味Tちを得た。

以下、概略E記9~、 | 、 2日パロ周辺己、 峠き隔と定ハ①地き訪問心、 気緩や地顎ちと|こ馴れだ。岡国

防標高2500メートル前後亡、少U高い峠ちとId軽<3000メートルき超之5廷の、高山病にtd@あきれそう

窃つだ。車!こ乗りつ lðちU亡移動9@1こコれ、 国景色~持芯懸(J~怒り 、 奇聞や扇状地上①村々以外lõ、

台!こ沿っ亡切り立つだ山々①申隅①細い遁ガ延々と続<①討だった。3日|こ|δ3υんぎりとじた首都テ

ィシプーをヘ亡、 河畔O)!~ワシデ ィ ュ・ポタシ①!~ヘ移動、 4、 5B~音芯ガとう①祭礼舞踊①ビデオ麗影、 写

奏撮影さ窃~1ð::>だ。 6日①ティシプーヘ①帰路に|δ、 運転手ワシゲ氏①実家lこ ïJ\ームスティ U、 農作業、

炊事、家屋怒とき見学心足。6日に|δ古都ブナカにそう立ち寄り、機会き提之と道路端①民家にあ願い心、

織物、 農作業等①実!~調査もむた。 7日 lõ首都ティシプー亡、巨大谷王宮肉ご①、 ひときわ派手8祭礼①

調査をあ~1ðい、 続いと8""11日!こ資料調査・叩集き行った。日本巴遣い一総商居ガ|きとんど無いため、

良い民族衣装E集合定国営直詰屈を訪れ、一円、民真俗とlδ、安<、様々怒田物ガ署地ガら集き@，'¥

ザ-)L-(市場)1こ出力、けた。を①問、伝統的ち織物工場や紹;寵工場、美術学授そう見学心た。12日にId帰

国①ためパロヘ移動、 間!~O)国立博物語き訪ねだ。

ぢ窃同国東部(賓商アジア東)や北部Id、民族的|こ

宝く遣っとい@~①~~亡、 今f愛そう引き続~調

査等ガ必要ご窃ろう。 (ヌ野誠)

①地機を緩る農家の親子(プナ力近郊)

②ドマ(晴好晶)の実の皮をむくお后の少女

③一般家庭料理(ごはんに牛肉のとうがらしチーズ策)

④ワンディユ・ポタンのチエチユ(祭礼)の踊り
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梅上げのこと

「
太
宰
府
市
史
』
に
「
女
の
四
十
四
歳

の
厄
落
と
し
は
、
四
月
四
日
四
時
四
十

四
分
に
太
宰
府
天
満
宮
に
参
詣
し
(
中

略
)
境
内
の
梅
の
木
の
下
で
"
ひ
ょ
う
た

ん
“
酒
を
汲
み
か
わ
す
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
福
岡
市
内
で
も
よ
く
聞
く
話
で

す
が
、
そ
の
経
験
者
に
出
会
う
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
人
が
こ
の
風
習
を
知
っ
て

お
り
、
実
際
に
行
っ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
語
り
継
が
れ
て
い
る
不
思
議
な

行
事
で
す
。

-h祖E雇置圃F.;J

さ
て
、
天
満
宮
に
は
数
多
く
の
栴
の
木

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
奉
納
に
際
し
て

「
梅
上
げ
」
と
呼
ば
れ
る
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

梅
上
げ
は
、

三
月
の
吉
日
に
泣
暦
の

男
女
や
前
厄
の
男
性
が
、
栴
の
木
を
牛

に
引
か
せ
行
列
を
組
ん
で
参
持
す
る
も

の
で
、
し
ゃ
も
じ
を
打
ち
鳴
ら
し
紅
白

の
餅
を
配
り
な
が
ら
進
み
ま
す
。

そ
の
起
源
は
明
治
三
五
年
(
一
九
O

一一)
に
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
行
わ

れ
た
菅
公

一
千
年
祭
に
、
同
多
の
老
人

会
・
高
砂
速
が
作
り
物
屋
台
を
引
き
、

高
砂
嚇
子
も
賑
や
か
に
参
拝
し
ま
し

た
。
こ
の
派
手
な
イ
ベ
ン
ト
が
太
宰
府

の
人
々
の
心
を
と
ら
え
、
以
来
、
賀
祝

い
の
行
事
と
し
て
定
着
し
た
ら
し
い
の

で
す
。
梅
上
げ
行
事
の
ル
l
ツ
は
、
ど

う
や
ら
ド
ン
タ
ク
で
培
っ
た
博
多
の
遊

び
心
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。(
松
村
利
規
)

一
月
下
旬
、
福
岡
を
大
寒
波
が
襲
い

ま
し
た
。
例
に
よ
っ
て
雪
で
交
通
網
が

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
っ
た
と
か
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
こ
ろ
、
私
は
零
下
二
五
度
の
世
界

に
い
ま
し
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
ど
真
ん
中
、

ノ
ヴ
ォ
シ
ビ
リ
ス
ク
と
い
う
町
に
滞
在
し

て
い
た
の
で
す
。
「
新
し
い
シ
ベ
リ
ア
の
町
」

と
い
う
名
の
こ
の
町
は
、
シ
ベ
リ
ア
開
発

の
拠
点
と
し
て
発
展
し
、
現
在
で
も
人

口
百
五
十
万
の
大
都
市
で
す
。
郊
外
に

は
ア
カ
デ
ミ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
い
、
つ
学
園
都

市
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
私
が
訪
ね
た

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
シ
ベ
リ
ア
支
部
も
そ
の

町
に
あ
り
ま
す
。

西
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ

て
、
氷
点
下
は
ま
っ
た
く
未
知
の
世
界

で
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
で
耳
当
て
付
の
帽
子

を
買
っ
て
完
全
防
備
で
臨
み
ま
し
た
が
、

さ
す
が
に
寒
さ
に
慣
れ
た
国
!
建
物
や

乗
り
物
の
中
は
完
全
暖
房
で
、
シ
ャ
ツ

一

枚
で
も
過
ご
せ
る
く
ら
い
。
食
べ
物
も

新
鮮
な
野
菜
や
魚
、
肉
が
毎
日
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
少
し
外
を

歩
く
と
た
ち
ま
ち
品
の
中
が
氷
る
と

い
う
、
め
っ
た
に
ほ
い
体
験
も
で
き

‘

ま
し
た
。
さ
て
件
の
帽
子
は
真

』

ん
中
に
赤
い
星
が
着
い
て
い
た

『

の
で
モ
ス
ク
ワ
で
は
不
評
で
、
日

一

本
か
ら
持
っ
て
い
っ
た
ニ
ッ
ト
の

戸

帽
子
に
取
り
替
え
さ
せ
ら
れ
ま

〆

し
た
。
都
会
の
セ
ン
ス
に
は
合
わ

な
か
っ
た
よ
う
で
・
・

・。(富
井
善
朗
)

左。シベリア考古学の父、オクラドニコフ博士のレリーフの前で/下Oタイガの夜明け
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